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短 食0の 一・

 入学してまだ学校の様子 もよくわか りきら な い 五

月,私 達は京女食堂の栄養実習へ五人ずつ割当てられ

ました。

 日程を知らされ ると十 日も十五 日も先の事であるの

にいろいろな不安が起 り,う まく出来るであろうか と

心配になつて来 ました。

 その うちオ リエンテーションが開かれ,厚 生課長の

若林先生か ら京女食堂の生立ちと構成について説明が

あ り,こ の食堂は衛生的な面に重点をおいてお り,又

燃料も主に石油を使つている事等を聞きました。次い

で栄養士さんからは京女食堂で実習するだいたいの様

子を聞きました。

 いよいよ明 日から三 日間の実習が始 まらん と す る

日,ち よ うど日曜 日であつたために準備用品を早 くか

らととのえ,再 三しらべなおして一 日を過しました。

その時の気持は幼児の遠足前夜の ごときものだつたか

と思います。

 今 まで一度 も職場 と云 うものを内部か ら見た事のな

大 原 和 代

い私は,職 場は楽しい所 として夢に描いて来たのです

か ら,は たてしどの程度 まで実現され るか が 問 題 で

す。

 いよいよ第一 日目の朝がやつて来ました。いつ もの

登校時問よ り三十分早いので時間を気にしながら不安

の内にも夢を持つて出掛て行きました。

 実習生五人が揃 うとまず身仕度をしてから栄養士 さ

んのお話を聞き,次 いで調理室内やその他の設備等を

0応 見せて もらい,狭 いなが らも明るい調理室で忙し

く働いておられ る所へ入つ て行きました。

 何をするにも始めてで気付かぬ事ばか りの私達は云

われ るままに仕込みの手伝 に移つたのですが,始 めは

葱切 りにも不安の有様でした。

 開店時間の十時三十分までにカレー,定 食,う どん

の準備をするのですか ら,う か うかしているとす ぐ時

間にな ります。

 いよいよ時間が来 るとまず高校生が入つて 来 ま し

た。 これから私達は売子です。 カレーライスに一人,
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定食に一人,う どんに二入,食 器洗いに一人 と云 う分

担を受け,始 め私はカ レーライスの所に行きました。

そして震える思いでお客 さんの券を受け取 り,ま ず

「カ レmつ 」 と御飯の盛 り付をして下さる人に伝え

るのでした。

 始めの内はお客 さんの現れ る度毎どきど き し ま し

たが時間の経つにつれて気分 も落着いて来 ました。お

昼の忙しい間はただ間違いの起らぬ様に一生懸命でし

たが,そ の間にも考えさせられた事は特に高校生のお

行儀の悪い事です。 まつた くそつ とさせられました。

 やがて時計が一一時を告げる頃になると台所のお鍋の

底が見えて来,又 お客さんの数も次第に減つてきまし

たので食器類の始末等片附Y'か か り,そ の後は献立の

立て方を習つて第一 日を終 り,家 に帰 りつ くと気分の

弛みと同時に疲れを感ずるのでした。

 二 日目も又前 日と同じ様 に実習を行い,帰 宅後は翌

日提出すべ き献立を作成せねばならないのですけれ ど

も,値 段 とカロリーが うまく折合わず,簡 単に考えて

いた事がいろいろ難 しいものである事を知 りました。

 三 日目はほとん ど内容 も分 り楽に仕事が出来る様に
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なつたのに実習は今 日で終 りです。

 私達は運良く魚(鰺)の 開き方を習 う事が出来,又

ボイラーの説明も聞かせて もらえました。

 三 日間の実習を無事終つて考えさせられた事はすべ

て私が想像していた様に甘いものではないと云 う事で

す。

 三 日間にほぽ一通 りの仕事 も眺め る事が出来,食 物

の盛付を行 うに も,又 食器を洗 うにしてもそれぞれに

学ぶ所があ り,調 理室についてもあれだけ多 くの数量

を扱 うには少し狭 く,従 つ て理想的な台所 と は 云 え

ず,行 動線にかな り無駄が出来ていると思いました。

 後 日感 じた事は,職 業に付 くと云 う事がとても恐 く

な り,特 に私達の志 してい る栄養土 と云 うものの責任

が重大であるし,又 なかなか困難な仕事である事を知

つて将来就職する事に怖気を感 じたのです。しかし京

女食堂の人達は朗かで接し易 く,又 いろいろと親切に

指導して下され本当に良い勉強になつた事を感謝して

お ります。

 もし私Y'も 就職出来 る日が来 ましたら明るい暮し良

い職場が出来る様に心掛けるつも りです。


